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第

百

十

一

号

議

案

 

  

江

戸

川

区

避

難

行

動

要

支

援

者

名

簿

の

情

報

の

提

供

に

関

す

る

条

例

 

   

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

 

  

令

和

五

年

十

一

月

二

十

一

日
 

  

提

出

者
 
 

江

戸

川

区

長

 

斉

 
 

藤

 
 
 
 

猛
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江

戸

川

区

避

難

行

動

要

支

援

者

名

簿

の

情

報

の

提

供

に

関

す

る

条

例

 

（

目

的

）

 
第

一

条
 

こ

の

条

例

は

、

災

害

対

策

基

本

法

（

昭

和

三

十

六

年

法

律

第

二

百

二

十

三

号

）

の

規

定

に

基

づ

く

避

難

支

援

等

関

係

者

に

対

す

る

名

簿

情

報

の

提

供

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

こ

と

に

よ

り

、

避

難

支

援

等

関

係

者

に

よ

る

災

害

時

の

円

滑

か

つ

迅

速

な

避

難

支

援

等

の

実

施

を

支

援

し

、

も

っ

て

避

難

行

動

要

支

援

者

の

生

命

又

は

身

体

を

災

害

か

ら

保

護

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。
 

（

定

義

）

 

第

二

条

 

こ

の

条

例

に

お

い

て

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

用

語

の

意

義

は

、

そ

れ

ぞ

れ

当

該

各

号

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。
 

一

 

避

難

行

動

要

支

援

者

 

高

齢

者

、

障

害

者

、

乳

幼

児

そ

の

他

の

特

に

配

慮

を

要

す

る

者

の

う

ち

、

災

害

が

発

生

し

、

又

は

災

害

が

発

生

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

場

合

に

自

ら

避

難

す

る

こ

と

が

困

難

な

も

の

で

あ

っ

て

、

そ

の

円

滑

か

つ

迅

速

な

避

難

の

確

保

を

図

る

た

め

特

に

支

援

を

要

す

る

も

の

と

し

て

、

第

三

条

で

定

め

る

も

の

を

い

う

。

 

二

 

避

難

支

援

等

 

避

難

行

動

要

支

援

者

に

つ

い

て

避

難

の

支

援

、

安

否

の

確

認

そ

の

他

の

避

難

行

動

要

支

援

者

の

生

命

又

は

身

体

を

災

害

か

ら

保

護

す

る

た

め

に

必

要

な

措

置

を

い

う

。

 

三

 

避

難

支

援

等

関

係

者

 

江

戸

川

区

の

区

域

を

管

轄

す

る

警

察

署

及

び

消

防

署

、

社

会

福

祉

法

人

江

戸

川

区

社

会

福

祉

協

議

会

、

民

生

委

員

法

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

百

九

十

八
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号

）

に

規

定

す

る

民

生

委

員

、

避

難

所

等

（

江

戸

川

区

地

域

防

災

計

画

に

定

め

る

避

難

所

及

び

福

祉

避

難

所

を

い

う

。

）

の

設

置

責

任

者

そ

の

他

避

難

支

援

等

の

実

施

に

携

わ

る

関

係

者

と

し

て

規

則

で

定

め

る

も

の

を

い

う

。

 

（

避

難

行

動

要

支

援

者

）

 

第

三

条

 
避

難

行

動

要

支

援

者

は

、

専

ら

居

宅

に

お

い

て

生

活

を

営

む

者

で

あ

っ

て

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

介

護

保

険

法

（

平

成

九

年

法

律

第

百

二

十

三

号

）

第

十

九

条

第

一

項

に

規

定

す

る

要

介

護

認

定

を

受

け

て

い

る

者

で

あ

っ

て

、

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

も

の

 

ア

 

要

介

護

認

定

に

係

る

要

介

護

状

態

区

分

（

介

護

保

険

法

第

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

要

介

護

状

態

区

分

を

い

う

。

以

下

「

要

介

護

度

」

と

い

う

。

）

が

要

介

護

認

定

等

に

係

る

介

護

認

定

審

査

会

に

よ

る

審

査

及

び

判

定

の

基

準

等

に

関

す

る

省

令

（

平

成

十

一

年

厚

生

省

令

第

五

十

八

号

。

以

下

「

省

令

」

と

い

う

。

）

第

一

条

第

一

項

第

四

号

に

規

定

す

る

要

介

護

四

又

は

同

項

第

五

号

に

規

定

す

る

要

介

護

五

で

あ

る

者

 

イ

 

要

介

護

度

が

省

令

第

一

条

第

一

項

第

三

号

に

規

定

す

る

要

介

護

三

で

あ

っ

て

、

単

身

世

帯

の

者

又

は

六

十

五

歳

以

上

の

者

の

み

で

構

成

さ

れ

る

世

帯

に

属

す

る

者

 

ウ

 

要

介

護

度

が

省

令

第

一

条

第

一

項

第

一

号

に

規

定

す

る

要

介

護

一

又

は

同

項

第

二

号

に

規

定

す

る

要

介

護

二

で

あ

っ

て

、

単

身

世

帯

の

者

 

二

 

身

体

障

害

者

福

祉

法

（

昭

和

二

十

四

年

法

律

第

二

百

八

十

三

号

）

第

十

五

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

身

体

障

害

者

手

帳

の

交

付

を

受

け

て

い

る

者

で

あ

っ

て

、

次

の

い

ず

れ

か

に
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該

当

す

る

も

の

 

ア

 

身

体

障

害

者

福

祉

法

施

行

規

則

（

昭

和

二

十

五

年

厚

生

省

令

第

十

五

号

）

別

表

第

五

号

に

規

定

す

る

身

体

障

害

者

障

害

程

度

等

級

表

（

以

下

「

等

級

表

」

と

い

う

。

）

に

お

い

て

、

肢

体

不

自

由

の

程

度

が

一

級

若

し

く

は

二

級

の

者

又

は

肢

体

不

自

由

の

う

ち

、

下

肢

、

体

幹

若

し

く

は

移

動

機

能

の

障

害

の

程

度

が

三

級

の

者

 

イ

 

等

級

表

に

お

い

て

、

視

覚

障

害

の

程

度

が

一

級

若

し

く

は

二

級

で

あ

っ

て

、

単

身

世

帯

の

者

又

は

当

該

視

覚

障

害

を

有

す

る

者

と

同

一

の

世

帯

に

属

す

る

者

が

障

害

者

の

み

の

者

若

し

く

は

未

成

年

者

の

み

の

者

 

三

 

東

京

都

愛

の

手

帳

交

付

要

綱

（

昭

和

四

十

二

年

三

月

二

十

日

付

け

四

十

二

民

児

精

発

第

五

十

八

号

）

の

規

定

に

よ

り

愛

の

手

帳

の

交

付

を

受

け

て

い

る

者

の

う

ち

、

そ

の

障

害

の

程

度

が

一

度

若

し

く

は

二

度

の

も

の

又

は

障

害

の

程

度

が

三

度

で

あ

っ

て

、

単

身

世

帯

の

も

の

 

四

 

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

者

福

祉

に

関

す

る

法

律

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

百

二

十

三

号

）

第

四

十

五

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

精

神

障

害

者

保

健

福

祉

手

帳

の

交

付

を

受

け

て

い

る

者

の

う

ち

、

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

者

福

祉

に

関

す

る

法

律

施

行

令

（

昭

和

二

十

五

年

政

令

第

百

五

十

五

号

）

第

六

条

第

三

項

に

規

定

す

る

障

害

等

級

が

一

級

又

は

二

級

で

あ

っ

て

、

単

身

世

帯

の

も

の

 

五

 

難

病

の

患

者

に

対

す

る

医

療

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

六

年

法

律

第

五

十

号

）

第

七

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

り

医

療

受

給

者

証

の

交

付

を

受

け

て

い

る

者

の

う

ち

、

障

害

者
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の

日

常

生

活

及

び

社

会

生

活

を

総

合

的

に

支

援

す

る

た

め

の

法

律

（

平

成

十

七

年

法

律

第

百

二

十

三

号

）

第

五

条

第

一

項

に

規

定

す

る

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

を

受

け

て

い

る

も

の

 
六

 

医

療

的

ケ

ア

児

及

び

そ

の

家

族

に

対

す

る

支

援

に

関

す

る

法

律

（

令

和

三

年

法

律

第

八

十

一

号

）

第

二

条

第

二

項

に

定

め

る

医

療

的

ケ

ア

児

 

七

 

在

宅

人

工

呼

吸

器

使

用

難

病

患

者

非

常

用

電

源

設

備

整

備

事

業

補

助

金

交

付

要

綱

（

平

成

二

十

五

年

四

月

一

日

付

け

二

十

四

福

保

保

疾

第

二

千

八

十

一

号

）

第

二

に

掲

げ

る

疾

病

に

り

患

し

て

い

る

者

で

あ

っ

て

、

当

該

疾

病

に

よ

り

在

宅

に

お

い

て

人

工

呼

吸

療

法

を

受

け

て

い

る

も

の

 

八

 

前

各

号

に

掲

げ

る

者

の

ほ

か

、

災

害

が

発

生

し

、

又

は

災

害

が

発

生

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

場

合

に

自

ら

避

難

す

る

こ

と

が

困

難

で

あ

っ

て

、

そ

の

円

滑

か

つ

迅

速

な

避

難

の

確

保

を

図

る

た

め

特

に

支

援

を

要

す

る

者

と

し

て

規

則

で

定

め

る

者

 

（

避

難

行

動

要

支

援

者

名

簿

の

作

成

）

 

第

四

条

 

江

戸

川

区

長

（

以

下

「

区

長

」

と

い

う

。

）

は

、

避

難

行

動

要

支

援

者

に

対

す

る

避

難

支

援

等

が

円

滑

に

行

わ

れ

る

よ

う

必

要

な

体

制

を

整

備

す

る

た

め

、

避

難

行

動

要

支

援

者

に

つ

い

て

規

則

で

定

め

る

事

項

を

記

載

し

た

名

簿

（

以

下

「

避

難

行

動

要

支

援

者

名

簿

」

と

い

う

。

）

を

作

成

す

る

も

の

と

す

る

。

 

（

名

簿

情

報

の

提

供

）

 

第

五

条

 

区

長

は

、

災

害

の

発

生

に

備

え

、

避

難

支

援

等

の

実

施

に

必

要

な

限

度

で

、

避

難

支

援

等

関

係

者

に

対

し

、

前

条

の

規

定

に

よ

り

作

成

し

た

避

難

行

動

要

支

援

者

名

簿

に

記

載

し

、
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又

は

記

録

さ

れ

た

情

報

（

以

下

「

名

簿

情

報

」

と

い

う

。

）

を

提

供

す

る

も

の

と

す

る

。

 

２
 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

区

長

は

、

避

難

行

動

要

支

援

者

が

、

規

則

で

定

め

る

方

法

に

よ

り

、

名

簿

情

報

の

提

供

の

拒

否

を

届

け

出

た

と

き

は

、

当

該

避

難

行

動

要

支

援

者

に

係

る

名

簿

情

報

を

提

供

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

 

３

 

区

長

は

、

災

害

が

発

生

し

、

又

は

発

生

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

、

避

難

行

動

要

支

援

者

の

生

命

又

は

身

体

を

災

害

か

ら

保

護

す

る

た

め

に

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

避

難

支

援

等

の

実

施

に

必

要

な

限

度

で

、

避

難

支

援

等

関

係

者

そ

の

他

の

も

の

に

対

し

、

名

簿

情

報

を

提

供

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

前

項

の

規

定

は

、

適

用

し

な

い

。

 

（

名

簿

情

報

の

活

用

）

 

第

六

条

 

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

名

簿

情

報

の

提

供

を

受

け

た

も

の

は

、

災

害

の

発

生

に

備

え

、

避

難

支

援

等

の

実

施

に

必

要

な

限

度

で

名

簿

情

報

を

活

用

し

、

避

難

行

動

要

支

援

者

と

の

信

頼

関

係

を

構

築

す

る

よ

う

努

め

る

も

の

と

す

る

。

 

２

 

前

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

名

簿

情

報

の

提

供

を

受

け

た

も

の

は

、

災

害

が

発

生

し

、

又

は

災

害

が

発

生

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

避

難

支

援

等

関

係

者

及

び

そ

の

家

族

等

の

生

命

及

び

身

体

の

安

全

の

確

保

に

支

障

が

な

い

範

囲

で

、

避

難

支

援

等

を

実

施

す

る

よ

う

努

め

る

も

の

と

す

る

。

 

（

名

簿

情

報

の

取

扱

い

に

関

す

る

協

定

）

 

第

七

条

 

区

長

は

、

第

五

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

名

簿

情

報

の

提

供

を

し

よ

う

と

す

る

と

き
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は

、

当

該

名

簿

情

報

の

提

供

を

受

け

よ

う

と

す

る

避

難

支

援

等

関

係

者

又

は

避

難

支

援

等

関

係

者

が

所

属

す

る

団

体

の

代

表

者

と

の

間

で

名

簿

情

報

の

取

扱

い

に

関

す

る

協

定

を

締

結

す

る

も

の

と

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

協

定

に

定

め

る

事

項

は

、

規

則

で

定

め

る

。

 

２

 

区

長

は

、

前

項

の

協

定

の

内

容

が

遵

守

さ

れ

て

い

る

か

ど

う

か

を

確

認

す

る

た

め

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

同

項

の

協

定

を

締

結

し

た

避

難

支

援

等

関

係

者

又

は

避

難

支

援

等

関

係

者

が

所

属

す

る

団

体

の

代

表

者

か

ら

、

提

供

し

た

名

簿

情

報

の

管

理

に

関

し

て

報

告

を

求

め

、

又

は

提

供

し

た

名

簿

情

報

の

管

理

の

状

況

を

検

査

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

漏

え

い

防

止

の

た

め

の

措

置

）

 

第

八

条

 

第

五

条

第

一

項

又

は

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

名

簿

情

報

の

提

供

を

受

け

た

も

の

は

、

当

該

提

供

を

受

け

た

名

簿

情

報

の

漏

え

い

防

止

の

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

利

用

及

び

提

供

の

制

限

）

 

第

九

条

 

第

五

条

第

一

項

又

は

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

名

簿

情

報

の

提

供

を

受

け

た

も

の

は

、

避

難

支

援

等

の

用

に

供

す

る

目

的

以

外

の

た

め

に

、

当

該

名

簿

情

報

を

自

ら

利

用

し

、

又

は

当

該

名

簿

情

報

の

提

供

を

受

け

た

も

の

以

外

の

も

の

に

提

供

し

て

は

な

ら

な

い

。

 

（

秘

密

保

持

義

務

）

 

第

十

条

 

第

五

条

第

一

項

又

は

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

名

簿

情

報

の

提

供

を

受

け

た

も

の

（

当

該

避

難

支

援

等

関

係

者

が

法

人

で

あ

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

そ

の

役

員

）

若

し

く

は

そ

の

職

員

そ

の

他

の

当

該

名

簿

情

報

を

利

用

し

て

避

難

支

援

等

の

実

施

に

携

わ

る

者

又

は

こ

れ

ら

の
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者

で

あ

っ

た

者

は

、

正

当

な

理

由

が

な

く

、

当

該

名

簿

情

報

に

係

る

避

難

行

動

要

支

援

者

に

関

し

て

知

り

得

た

秘

密

を

漏

ら

し

て

は

な

ら

な

い

。

 
（

委

任

）

 

第

十

一

条
 

こ

の

条

例

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

規

則

で

定

め

る

。

 

 

付

 

則

 

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

   

（

説

明

）

 

 

災

害

時

の

円

滑

か

つ

迅

速

な

避

難

支

援

等

を

実

施

す

る

た

め

、

災

害

対

策

基

本

法

（

昭

和

三

十

六

年

法

律

第

二

百

二

十

三

号

）

の

規

定

に

基

づ

き

、

避

難

支

援

等

関

係

者

に

対

す

る

避

難

行

動

要

支

援

者

の

名

簿

情

報

の

提

供

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

を

定

め

る

必

要

が

あ

る

の

で

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。

 

 


